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広漢 什渚 富順 楽山 万源 南川 南江 蓬渓・ 簡陽 「専業戸」個人経営の農家
内容／県名 計
西部 西部 西南 南部 北部 東南 北部 中部 中部
（1）「代耕」両親の田畑よ一自、子たちが耕作，親に食糧を提供






16．18 2．963．85 ！．96 O，884．62 O 8．471．695．278．60
（5）「各管各」親子の関係なく各自が自分の生活を賄う
5．1516．3020．0033．3329．2050．7738．96 9．3211．8623．0823，66












































































































































































































































































































































































































































世代 総　数 核家族世帯 単独世帯 その他の親族世帯
総数 44（100．O）36（81．8） 2（4．5） 6（13．6）






夫婦と子供世帯 男親と子供世帯 親夫婦と息子夫婦 夫婦，子供と両親 夫婦，子供と片親 女親と戸主夫婦 戸主，子供と片親
43（戸）
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＾毒鍵縢
核家族→単　独→　　核家族→　　その他→核家族→単独
（1949）（1950年代）（1960年代）（1990）（1991）（1992）
　事例4では，1949年時点は図に示した世帯主は6歳，「核家族世帯」（夫婦と子供）であったが，
1950年代に，父・母が相次いで亡くなったため，ついに「単独世帯」となった。さらに，1960年
代に江蘇省徐州出身で，長江水上輸送会社に勤務する夫の婚入によって，「核家族世帯」（夫婦の
み）に戻った。さらに子の出生・夫の事故死・娘の「接班4」就職（重慶長江輪船公司）による
転出などを経ても，ずっと「核家族世帯」のままであった。1990年，長男の嫁が婚入することに
より，はじめて「その他の親族世帯」に変わった。だが，翌年1991年になると，教師をしている
長男夫婦は町へ転出し，また「核家族世帯」（女親と子ども）に逆戻りした。1992年，18歳の末
息子が出稼ぎで「農遷農5」により，新彊ウイグル族自治区未泉県へ一旦転出し，また戻ってき
て，さらに同じ3組の娘と結婚して2人そろって転出したため，「単独世帯」となった。
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事例5（W家・貧農）その他の親族世帯から単独世帯への変化型
　（▼は1949年時点，すでに亡くなった者を示す）
その他→単独→　核家族→　その他→　核家族→　単独
（1949）（1951）（1954）　（1988）　（1988）　（1993）
　事例5では，1949年時点では，12歳のWYXが両親に死なれて，オジの家に居侯し，7人家族
の「その他の親族世帯」で暮らしていた。1951年，農村で土地改革がはじまり，土地・農具など
その他の財産により，農村における階級区分も行われた。オジの家は「小土地出租」小規模な土
地貸出しであるのを恐れて，14歳の王は自分の家は貧農だと言って，1人独立して「単独世帯」
になった。1954年，ユ7歳で妻を迎え，「核家族世帯」（夫婦のみ）となり，1964年，子の出生によ
り夫婦と子供からなる世帯となった。1970年代，妻の死亡で男親と子供世帯になったが，長男が
嫁を迎える1988年まではずっと核家族世帯のままである。1988年，長男の嫁が婚入し，一時は「そ
の他の親族世帯」となったが，未婚の夫の妹・弟たちが怠け者で働こうとしないのを見かねて，
嫁の提案で分家し，再び「核家族世帯」（男親と子供からなる世帯）に戻った。1989年と1991年，
2人の娘がそれぞれ婚出し，世帯主と末っ子が残されたが，1993年になると，この息子はあるト
ラブルに巻き込まれて，刑務所に入る（5年後に釈放される）こととなり，再び「単独世帯」に
なった。
　この事例では，息子の入所は偶発事件である。もし入所するようなことがなければ，おそらく
嫁を迎えることによって，息子夫婦と同居し，「その他の親族世帯」になるか，または分家して
世帯主だけの1人暮らしで「単独世帯」になるかという両者択一的な選択が考えられる。
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事例6（LSW家・「自耕中農」小作中農）その他の親族世帯Uターン型
その他→核家族→その他
（1949）（1961）（1981）
　現時点の世帯主LSWの父親LXWは，1949年時点では，25歳であり，妻との間に2子をもう
けたが，いずれも病気で亡くしてしまった。当時は弟夫婦・両親と「その他の親族世帯」で生活
していた。1951年に子が生まれ，1953年，弟夫婦が転出（西安への就職）し，その後，さらに子
が生まれ，1960年に父が死亡（餓死），翌年の1961年に母が亡くなる（餓死）まで「その他の親
族世帯」の家族構成がつづいた。1963年，3男が事故死，1981年に生き残った唯一の4男である
隆世武の嫁が婚入してくるまで，ずっと「核家族世帯」（夫婦と子供）であった。工嫁の婚入によ
り「その他の親族世帯」となり，2人の子供ができ今日に至っている。
　その他の親族世帯Uターン型はほかにもう1例あり，やはり同じL姓である。1949年までは
2軒とも，20余石6の土地をもち，足りない部分は地主から土地を借りて小作して生計をたてて
いた。自分の土地と農具を持っていたことは，ある程度経済力があり，「その他の親族世帯」の
ような大家族を維持できるほどの力があった。言い換えれば，その他の親族世帯Uターン型は，
解放前までに比較的裕福な家庭に見られるパターンではないかと思われる。事例3R家も，1949
年時点の8人家族から1950年代にかけて，下の弟が結婚するまでは10人家族で生活していたが，
これも「イ田中農」小作申農だから，大家族の暮らしを維持し得たと思う。ほかに事例5において
は，1949年時点でWYXがオジの家で暮らしていたが，7人家族であった。「小土地出租」小規
模な土地貸出しというオジの家の経済的基盤がなければ，とても考えられないことである。貧し
い家だと，経済力の無さにより，その他の親族世帯を形成しにくいという点がまず指摘できよう。
一46一
事例7（RGS家・貧農）核家族世帯からその他の親族世帯への変化型
圖享出生△r○→△ご→△f→工
　　　　　　　△　　　　▲○　　　△O○　　△○○
　　　　　　1951－　　　　　　1950　　　、
核家族→その他
（1949）（1977）
　事例7では，現時点の世帯主RGSの祖父母が1940年代前半にすでに亡くなった。貧乏なRGS
の両親を結婚させたのは，父の長兄であった。1949年時点は「核家族世帯」（夫婦のみ）であり，
その後4人の子供が生まれた。1人が亡くなり，さらに父の死亡・1人の妹の婚出を経て，28年
問にわたって，「核家族世帯」を維持したままであった。そして，1977年になると，世帯主が妻
を迎えることにより，「その他の親族世帯」となった。さらに子供が生まれ，妹が婚出し，家族
成員の増減があっても，「その他の親族世帯」にあることは変わらなかった。
　この事例は「核家族世帯」から「その他の親族世帯」へ変化する典型的なパターンともいえる。
つまり，両親ともに元気で健在していれば，婚入してくる嫁と長い同居生活がちょっと考えにく
い。たとえ1人っ子の場合も同様だ。だが，片親の場合は，様子がいくらか異なってくる。ほか
には頼りになる者がいなくて，「躁到児子」息子夫婦と同居する可能性がより大きくなってくる
からである。
　以上は22事例のなかから，7例を取り上げて，それぞれの変化パターンの特徴をひとまず検討
してみた。さて，表5「世帯構成の変化パターンに示した7つのパターンに沿って，22事例をざっ
と見てみよう。
（1）核家族世帯（14例）
①核家族世帯Uターン型（8例）
　事例1（LGF家／貧農）
　核家族→その他→核家族→その他→核家族→その他→核家族
　！949　　　　1953　　　　1956　　　　ユ957　　　　1960　　　　1985　　　　1987
一47一
表5　世帯梢成の変化バターン
変化のパターン 総数22（100．0）
I．小計 14（63．6）
（ユ）核家族世帯Uターン型 8
（2）単独世帯から核家族世帯への変化型 1
（3）その他の親族世帯から核家族世帯への変化型 5
皿．小計 2（9．1）
（1）核家族世帯から単独世帯への変化型 1
（2）その他の親族世帯から単独世帯への変化型 1
皿．小計 6（27．3）
（ユ）その他の親族世帯Uターン型 2
（2）核家族世帯からその他の親族世帯への変化型 4
事例2（A家／貧農／1957年他郷からの転入者）
核家族→その他→核家族→その他→核家族
1949　　　　1974　　　　1974　　　　1993　　　　1993
事例3（RYG家／「イ田中農」小作中農／民国期5組に在住）
核家族→その他→核家族→その他→核家族→その他→核家族
1949　　　　1970　　　　1974　　　　1986　　　　1988　　　　1990　　　　1993
事例4（CDY家／佃中農／民国期4組に在住）
核家族→その他→核家族　→その他→核家族
1949　　196ユ　1970年代　ユ986　1992
事例5（z家／「雇農」雇われ百姓／民国期他郷からの転入者）核家族→その他→核家族
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1949　　　　1978　　　　1979
事例6（LPM家／職貝／民国期他地域からの転入者）
核家族→その他→核家族→その他→核家族
1949　　　1968　　　1969　　　1979　　　1984
事例7（LMx家／貧農）
核家族→その他　→核家族
1949　　1950年代　1992
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事例8（LPL家／事例6PMの弟）
核家族→その他→核家族
1949　　　　1967　　　　1969
②単独世帯から核家族世帯への変化型（1例）
　事例（D家／「雇農」雇われ百姓）
　単独→核家族→その他→核家族→その他→核家族→その他→核家族
　1949　1950年代　1958　1959　1987　　1988　　1990　1991
その他の親族世帯から核家族世帯への変化型（5例）
事例1（s家／貧農／他郷からの婚入者）
その他→核家族→その他→核家族
1949　　　　1957　　　　1973　　　　1991
事例2（wzQ家／「小土地出租」小規模な土地貸出し／他郷からの転入者）
その他→核家族　→その他　→核家族
1949　1950年代　1960年代　1968
事例3（RGY家／「イ田中農」小作中農）
その他→核家族
1949　1950年代
事例4（RGH家／事例3GYの兄）
その他→核家族
1949　　1950年代
事例5（RGx家／事例3・4GYとGHの弟）
その他→核家族→その他→核家族
1949　　　　1957　　　　1963　　　　1983
（2）単独世帯（2例）
①核家族世帯から単独世帯への変化型（1例）
　事例（LSB家／貧農）
　核家族→単独　　→核家族　→その他→核家族→単独
　1949　1950年代　1960年代　1990　1991　1992
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②その他の親族世帯から単独世帯への変化型（1例）
　事例（wYx家／貧農／他郷からの転入者）
　その他→単独→核家族→その他→核家族→単独
　1949　　　　1951　　1954　　　　1988　　　　1988　　　　1993
（3）その他の親族世帯（6例）
①その他の親族世帯Uターン型（2例）
　事例1（LzL家／貧農）
　その他→核家族→その他→核家族→その他→核家族→その他
　1949　　　　1952　　　　1981　　　　1981　　　　1987　　　　1989　　　　1990
事例2（Lsw家／小作中農）
その他→核家族→その他
1949　　　　1961　　　　1981
②核家族世帯からその他の親族世帯への変化型（4例）
　事例1（RGs家／貧農）
　核家族→その他
　1949　　　　1977
事例2（LM乞家／貧農）
核家族→その他→核家族→その他→核家族→その他→核家族→その他
1949　　　　1950　　　　1959　　　　1985　　　　1987　　　　1989　　　　1990　　　　1993
事例3（C家／貧農？／他郷からの婚入者）
核家族→その他→核家族　→その他　→核家族→その他
1949　　1958　　1960年代　1980年代　1986　　1989
事例4（cTH家／「雇農」雇われ百姓／2組からの転入者）
核家族→その他→核家族→その他→核家族→その他
1949　　　　1955　　　　1959　　　　1986　　　　1987　　　　1994
　以上のように，1949－1995年にかけて，46年問における3組22事例の家族構成の変化の軌跡を
取り上げてみた。（1）①事例5事例7事例8③事例3事例4（3）①事例2②事例ユを除いて，46年
にわたって，激しい家族構成の変化をみせた事例が過半数を占めている。家族変動のもっとも大
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きい場合は，46年問を通して家族構成が7，8回変化した事例である。こうした事例から得た結
論は以下の通りである。
（1）清水教授が指摘されたように，「その他の親族世帯から核家族世帯への変化型は，死亡（主に
直系尊属）によって変化したものが支配的である。」四川東部農村の場合も確かにその通りだが，
ただし，1950年代後半一！960年代初頭にかけて，亡くなった年寄が目立つ。死因は栄養不良によ
る病気がほとんどで，村人はこの時期に死んだ人を「餓死」と見ているのである。これはちょう
ど中国農村における土地所有の改革に着手し，大躍進期，つまり，初級合作社から高級合作社へ
転換する人民公社化が盛んに提唱されていた時期と重なっていることが注目される。大躍進運動
により，農村における青・壮年労働力がみな「大煉鋼鉄21」に駆り出され，農業がほった・らかし
のままであった。それに加えて，1960年から3年連続した自然災害が発生し，食糧不足のせいで，
大勢の死者が出た。いわば，このような人災・天災がある程度，その他の親族世帯から核家族世
帯への変化を加速することになったといえよう。
（2）「核家族世帯から単独世帯への変化型は，その変化を促した理由は転出である。」この点につ
いても，まったく同様の感がある。22事例のなかで，1950年代後半に親の死亡により，1人残さ
れた事例もあるが，これはあくまで例外であり，転出による変化が決定的な要因といえる。1980
年代に入ってから，都市・農村部の経済改革あ深化につれて，農村人口の移動に対する規制が緩
み，四川農村における多くの余剰労働力が次第に村→県城→省都→他省へと流出してゆくように
なった。そうなれば，故郷に残した片親が単独世帯で暮らさなければならなくなるのである。
（3）「その他の親族世帯Uターン型をみると，死亡・転出および転入（婚入）による変化が圧倒
的多数を占めている。また，核家族世帯からその他の親族世帯への変化型をみると，転入（主に
婚入）によっていることになる。」この点ももっともだと言える。
　ただし，核家族世帯からその他の親族世帯への変化型（4例），その他の親族世帯から核家族
世帯への変化型（5例），核家族Uターン型（8例）をみると，両親ともに健在の場合は，息子
が妻を迎えてから一時は親との同居生活に入るが，やがて分家して出ていく場合が多い。家によっ
ては，分家と「合家」一旦分家したあと，再び親夫婦との合流という過程が非常に頻繁に行われ，
数年間にわたって，数度も繰り返されることも珍しいことではない。たとえ未婚の兄弟がいなく
ても同様である。このような傾向がポスト生産責任制の導入とほぼ同時期に顕著なものとなり，
家庭での生産面の便宜・収入などという利害関係をめぐる嫁姑，息子と親との葛藤が，解放後大
きく変わりつつある従来の家族観において，今後もさらなる変貌を遂げてゆくことであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
（1）中国の家族における分家とは，もともと一緒に生活していた家族の成員が共有の財産を分ける
　ことにより，各自別々に生計を立てるようになるということであって，日本の本家と分家にみ
　られる’ような歴然とした家格の違いが存在しない。なお，中国語における「本家」という言葉
　は，宗族を同じ．くする者を意味するものであり，たとえば，「本家兄弟」ならば，父・伯父・
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　叔父の息子同士，すなわち同じ祖父をもつ同世代の男子をいうのである。
　本稿では，家族の一員がその家から分かれて，別な世帯を構えるという中国語でいう分家とい
　う意味で，この言葉を用いることにしている。
（2）四川省社会科学院社会学研究所：67－71．1986．
（3）内田氏が華北農村で調べた分家の主な理由は次のとおりである。48－72。
　①「嫡埋」兄弟の妻たちの不和によるもの。
　②兄弟の不和によるもの。
　③父子の不和によるもの。
　④家族の多数によるもの。
　⑤生活の困難によるもの。
　⑥父（または祖父）の老齢によるもの。
　⑦父母の死によるもの。
　⑧父・母の命令によるもの。
（4）調査村は民国期において，地縁により，白沙沈保・観音灘保・大橋保の3保の管轄下に置かれ
　ていた。1保はほぼ100世帯からなっていた。
（5）町の小学校へ通う子供1人の昼食代は，最低でも1元はかかり，大人が安いものをたらふく食
　べるのに2．5元くらいはどうしても必要である。ちなみに米は1斤につき，1．20元である（1995
　年の相場による）。
（6）調査地での観察によれば，両親に娘または女性の親族がいれば，「イ故生」父母の誕生日祝いの
　おり，服の生地・靴・靴下などのプレゼントをもらうことがある。したがって，一般によほど
　必要でなければ，息子夫婦には服などを新調してもらえない。筆者の下宿先も例外ではない。
　おばあさんが着る服・履く綿靴などの多くは「舅嬢」兄弟の妻からもらったものという。娘の
　いない父母にとって，跡継ぎの息子も大事だが，娘の1人くらいいないと寂しいのはうなずけ
　る。
（7）本稿でいう分家とは，あくまで別財・別竃を基準とする。名目上分家した親子でも，事実同じ
　家に居住したままの場合も少なくはない。もちろん，親夫婦と子夫婦の住む部屋が違う。だが，
　孫を可愛がって一緒に寝たりすることもありうるし，住居の面ではそれほど厳格に境界線を画
　することができるかどうかが1つの疑問である。一般に，それまで同居していた親子夫婦の場
　合，もしその親カ嶋子夫婦のために新たな竃を作ろうとすれば，もうそろそろ息子夫婦と別竃
　で暮らすことを意味するに違いない。
　従来の慣習によると，息子夫婦の分家に際して，新たな竃を用意するほか，なべ・茶碗・箸な
　どの炊事道具一式・農具・食糧などを一自、子夫婦に分け与えることが親のつとめとされるからで
　ある。もっとも，息子夫婦の都合で言い出された分家の場合なら，事情が少し異なってくるか
　もしれない。いずれにしても，分家のおり，まず竃を別にすることは前提条件である。ちなみ
　に，5人の息子をもつある農家の「竃房屋」勝手には，4つの竃が所狭しと並べられているの
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　を，わたしは目にしたことがある。4男と5男はまだ未婚で，親と同居していた。もしも新居
　を建てずに，この2人の息子も結婚して分家を求めるならば，その勝手には新たに竃2つが入
　らねばならぬということにもなりかねない。
（8）内田氏の研究によれば，「分家後父母が長男と同居する場合と，次男・三男などと同居する場
　合と，さらに末子と同居する場合とがあり，従ってそこには特定のものが父母の『責任をもつ』
　と言ったことは必ずしもなく，家族のいろいろな条件に応じて決定されるものと見ることがで
　きる。……家屋が父母の従前居住していたものであるということや，また兄弟の経済的な条件
　の良否や，また抽鍍による兄弟の家屋の取得決定にともなって，父母が兄弟のいずれと同居す
　るかが決定せられることもあり，さらにまた『母の希望によった』とか，また兄弟の妻のうち
　の一人を特に愛したからとか，とにかく父母自身の考え方によって決定せられるものもあるわ
　けである。……『兄が一番上だから責任をもつ』とか，あるいは『長男は父母を養わねば人に
　笑われる』などと，長男が父母と同居すべきことを説くものもなきにしもあらずである。」と
　述べている。
（9）内田智雄
㈹粛紅燕：16－201995．
㈹妻方居住婚について，第4章婚姻と婚姻観の変容第2節婚姻パターンの変化4．「男到女方」
　妻方居住婚を参照。
（1オ同上：270－274．
（1功竹田旦1969．
岬980年9月に採択された中国の新たな『婚姻法』第22条によると，「負担能力を有する祖父母・
　外祖父母は，父母が死亡した未成年の孫・外孫に対して扶養の義務を負う。負担能力を有する
　孫・外孫は子女が死亡した祖父母・外祖父母に対して扶養の義務を負う　と定められている。
　祖父母・外祖父母と孫・外孫は3代以内の直系親族であり，その親密さのほどは父母・次女に
　次ぐものである。だが，一般的に言って，父母は子女が扶養し，子女は父母が扶養するものと
　され，祖父母と孫の問に権利・義務関係は生じないのである。
　　祖父母と孫の問に扶養が発生する条件について，1984年，最高人民法院によってさらに以下
　の解釈をつけ加えられた。第1に，負担能力を有する祖父母・外祖父母は　父母の一方が死亡
　し　他方が確かに負担能力をもたないか　あるいは父母双方がいずれも挟養能力を喪失した未
　成年の孫・外孫に対して扶養義務を負うべきである。第2に，負担能力を有する孫・外孫は
　子女が死亡し　または子女が確かに扶養能力をもたない祖父母・外祖父母に対して　扶養義務
　を負うという内容の補足的規定である。陳明佼：202．1990．
（1旬清水浩昭：157－158．1992．
帥95ユ年，『中華人民共和国土地改革法』および申央人民政府政務院『農村における階級区分法
　に関する規定』に基づいて，豊都県で土地改革が行われた。それまでに土地を持たなかった農
　民に対して，「耕者有其田」耕す者に土地を与えるようになった。その階級区分は以下の通り
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である。
①「雇農」雇われ百姓（年ぎめ一・月ぎめ・日雇いのような無産階級）
②貧農
③「佃申農」小作中農
④　中農
⑤「佃富農」一小作富農
⑥．富農
⑦「小土地出租」小規模の土地貸出し
⑧商工業者兼地主
’⑨地主
⑪　その他
　このような階級区分の基準はのちになると，さらに改定された。同じ中農においても，「上中農」
　やや上レベルの中農と「下中農」やや下レベルの中農の区別などがなされるようになった。
（吻「送飯」出生祝いは，おおかた子が生まれてから10－14日以内に，母方親族を中心とする儀礼
　である。嫁の実家にとって，娘の結婚に次ぐ二番目に費用のかかる時だという。詳しくは講
　紅燕「中国四川省東部農村の家族と婚姻一一長江上流域豊都県の事例研究一一」を参照。
（1③「接班」とは，親が国営企業に勤務する場合，死後，その子供は男女をとわず，1人が親の生
　前つとめていた職場に就職することができるという制度をいう。さらに，親が定年退職になっ
　てからも，白分の子を仕事に接がせることもできる。もし成人した子がなかなか仕事につかな
　いならば，親がまだ現役の身でありながら，繰り上げて退職し，自分のポストにわが子を接が
　せることも有りうる。これを「頂替」という。1980年代までは，農村出身者にとって，農業か
　ら離れるために，進学・婚姻のほか，親に勤務先があれば，「接班」はもっとも手っ取り早い
　方法であったと言えよう。ただし，場合によっては，親の仕事を接ぐには，学歴（中卒）など
　幾つかの条件が必要な場合もありうる。
㈹人口の移動をするには，戸籍登録をする必要がある。人口は，都市戸籍の非農業人口と農村戸
　籍の農業人口とに大別される。したがって，農民によって，戸籍の移転においては，「農転非」
　農業人口から非農業人口への転換・「農遷農」農業人口から農業人口（異なる地域）への遷移．
　という2種類がある。
¢01石の米は120斤（60キロ）に相当する。したがって，作柄がよく，20石の米があれば，さら
　に芋・とうもろこし・じゃがいもなどの雑穀を加えることにより，6人家族の年問にわたる食
　糧は何とか賄えるわけである。しかし，事例6隆世武の家が代々土地を増やそうと懸命に働く
　のに対して，もう1軒の隆姓，隆伸良家では，隆姓の族長であり，近隣村で村塾の教師であっ
　た父がアヘン無しではいられないので，解放直前までとうとう20石の土地を手放してしまった。
　そのため，解放後，1951年の土地改革のおり，隆世武家は土地を持っていたため，小作中農と
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　評定されたが，もう一方の隆家は貧農であった。
刎『豊都県志』（1991年）によれば，1958年9月，豊都県で16余万人の労働力を動貝して鉄鋼作
　りに集中していた。その結果，県内で44の「製鉄所」が相次いで出現したが，1962年になると，
　廃止することとなった。調査地における当時の青・壮年たちが2－4年商，みな包轡郷へ行くよ
　うに命じられ，そこで鉄鋼作りに精を出していたという。鉄鋼を作るのに，各家庭の釜まで持
　ち出されてしまった。人民公社化するようになってから，集落・村ごとに「公共食堂」大衆食
　堂がもうけられ，村人たちは老若男女をとわず，1日3食そこで食べるほかはなかった。大衆
　食堂のことを，地元では「イ火食団」という。ひどい栄養不良のため，むくみに苦しむ者も多く，
　どの集落にも餓死者が出たそうだ。
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